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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。平

成
十
五
年
の
新
春
を
迎
え
皆
様
の
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
平
素
の
温
か
い
ご
支
援
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
昨
年
に
も
増
し
て
厳
し
い
社

会
情
勢
が
予
想
さ
れ
、
国
で
は
「
経
済
財

政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針

二
〇
〇
二
」（
基
本
方
針
第
二
弾
）が
閣
議

決
定
さ
れ
て
お
り
、
構
造
改
革
は
新
た
な

段
階
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

税
制
改
革
や
地
方
行
政
改
革
、
社
会
保

障
制
度
改
革
な
ど
を
着
実
に
推
し
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
な
か
、
町
に
お
き
ま

し
て
も
効
率
的
な
行
政
体
制
の
確
立
を
目

指
す
べ
く
、
本
年
を
財
政
健
全
化
計
画
の

初
年
度
と
位
置
づ
け
、
財
源
の
徹
底
し
た

節
減
合
理
化
の
も
と
、
さ
ら
な
る
町
政
の

推
進
の
た
め
各
種
施
策
を
計
画
的
に
進

め
、「
清
流
木
曽
川
に
抱
か
れ
た
個
性
豊

か
な
生
活
文
化
都
市
」
実
現
に
向
け
、
町

民
の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
全
力
を
傾
倒
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
、
社
会
福
祉
の
充
実
を
図
り
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
町
民

ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
支
援
体
制
の
強

化
、
ま
た
、
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
I

T（
情
報
技
術
）を
活
用
し
た
地
域
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
の
整
備
に
よ
り
、
町
内
各
施
設

の
情
報
や
行
政
情
報
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
よ
り
一
層
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
、
ま
た
、
深
刻
化
す
る
ご
み
処
理

対
策
と
し
て
、
紙
製
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
分
別
回
収
に
、
一
層
の
減
量
化

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
資
源
の
有
効
利

用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
、
引
き
続
き
道
路
交
通
網
や
下

水
道
な
ど
の
生
活
基
盤
の
整
備
、
川
の
駅

構
想
に
基
づ
い
た
「
笠
松
み
な
と
公
園
」

整
備
事
業
を
は
じ
め
、
木
曽
川
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
交
流
拠

点
づ
く
り
を
目
指
し
、「
ト
ン
ボ
池
周
辺

整
備
検
討
委
員
会
」（
仮
称
）を
設
置
し
自

然
環
境
の
保
護
や
調
査
研
究
を
進
め
、
町

民
の
皆
様
の
〝
憩
い
の
場
〞
と
し
て
整
備

し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
誰
で
も
気
軽
に
水
辺
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
E
ボ
ー
ト
の
普
及
な

ど
、
人
と
川
と
の
関
わ
り
を
再
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
。

合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引
き

続
き
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す

る
機
会
を
も
ち
な
が
ら
皆
様
の
願
う
地

域
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
れ
ら
諸
事
業
は
、
皆
様
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
全
職
員
一
丸
と
な
り

進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
な
お

一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

活
力
と
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て笠

松
町
長

広
江

正
明
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。新

春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
町
議
会
を

代
表
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政

発
展
の
た
め
格
別
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
、国
・
地
方
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
失
業
率
の
増

加
、本
格
的
な
地
方
分
権
社
会
へ
の
動
き
、

合
併
問
題
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
環
境

問
題
の
深
刻
化
、
高
度
情
報
化
や
国
際
化

の
進
展
、
価
値
観
や
生
活
様
式
の
多
様

化
な
ど
、
時
代
の
大
き
な
転
換
期
に
あ
り

ま
す
。

我
々
が
二
十
一
世
紀
を
着
実
に
歩
ん
で

い
く
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
今
、
多
く
の
分
野
に
お
い
て
構
造
的

な
改
革
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
時
に
当
た
り
、
本
町
に
お

い
て
も
、
環
境
問
題
を
は
じ
め
、
克
服
す

べ
き
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
行
政

需
要
は
そ
の
量
・
質
と
も
に
ま
す
ま
す
複

雑
か
つ
多
様
化
す
る
な
ど
、
誠
に
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
住
民
に
身

近
で
総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
市
町
村
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
な
も

の
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
我
々
議
会
に
あ

っ
て
も
、
地
方
を
取
り
巻
く
時
代
の
潮
流

を
見
据
え
、
何
事
に
も
果
敢
に
挑
戦
す
る

気
概
と
想
像
力
を
駆
使
し
、
住
む
人
、
訪

れ
る
人
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

「
住
ん
で
良
か
っ
た
、
来
て
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
議
会
と
行
政
が
連
携
・
協
働
し
、

今
後
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
皆
様
が

た
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
最
大
限
の
努

力
を
い
た
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
衷
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

時
代
の
潮
流
を
見
据
え
た

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

笠
松
町
議
会
議
長

船
橋

義
明
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▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
に
任
期
満

了
と
な
る
栗
本
幸
一
氏
の
後
任
候
補
者
と

し
て
、
保
母
勝
壽
氏（
弥
生
町
三
〇
番
地
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
笠
松
町
自
動
車
放
置
防
止
条
例
に

つ
い
て

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
自
動
車
の
不

法
投
棄
や
放
置
に
対
し
て
、
規
定
整
備
を

図
り
対
策
を
強
化
す
る
も
の
。

●

主
な
内
容

措
置
命
令
、
罰
金
、
自
動
車
放
置
対
策

委
員
会
の
設
置
な
ど
規
定

▽
笠
松
町
監
査
委
員
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

羽
島
郡
四
町
教
育
委
員
会
の
幹
事
町
が

平
成
十
四
年
度
か
ら
岐
南
町
に
変
更
に

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
用
語
の
整
理
を
す

る
も
の
。

▽
笠
松
町
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
等
を
考
慮
し

て
改
正
す
る
も
の
で
、
期
末
手
当
の
年
間

支
給
割
合
を
〇
・
〇
五
月
分
引
下
げ
四
・
六

五
月
分
と
す
る
ほ
か
、十
五
年
度
以
降
は
、

三
月
期
末
手
当
を
六
月
お
よ
び
十
二
月
に

再
配
分
す
る
。

▽
笠
松
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

前
記
条
例
と
同
様
な
改
正
を
す
る
も

の
。

▽
笠
松
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

国
の
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
に
準
じ
て
改

正
す
る
も
の
。

●

主
な
内
容

・
給
料
表
の
改
正

平
均
二
・
〇
三
％
引
き
下
げ
す
る
。

・
扶
養
手
当
の
改
正

・
期
末
手
当
の
改
正

年
間
支
給
割
合
を
〇
・
〇
五
月
分
引
き

下
げ
、
四
・
六
五
月
分
と
す
る
。
ま
た
、

平
成
十
五
年
度
以
降
は
、
三
月
期
末
手
当

を
六
月
お
よ
び
十
二
月
に
再
配
分
す
る
。

▽
笠
松
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
規
定
整
備
を
行
う
も
の
。

●

主
な
内
容

・
保
険
税
の
所
得
割
額
の
算
定
方
法
の
見

直
し

給
与
所
得
特
別
控
除
、
公
的
年
金
等
特

別
控
除
の
廃
止

青
色
事
業
専
従
者
給
与
お
よ
び
事
業
専

従
者
控
除
の
適
用
、
長
期
譲
渡
所
得
等
の

特
別
控
除
の
適
用

・
保
険
税
に
関
す
る
申
告
の
見
直
し

・
上
場
株
式
の
譲
渡
損
失
の
繰
越
控
除
規

定
の
創
設

▽
町
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

▽
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

笠
松
み
な
と
公
園
整
備
に
伴
い
、
港
町

相
生
町
地
内
の
町
道
を
廃
止
し
、
新
た
に

一
路
線
を
認
定
す
る
ほ
か
、
北
及
地
内
の

私
有
道
路
の
町
道
編
入
を
行
う
も
の
。

●

認
定
路
線

・
相
生
町
六
号
線

・
港
町
一
号
線

・
北
及
四
三
号
線

▽
補
正
予
算

・
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計

国
庫
補
助
枠
配
分
拡
大
に
伴
う
街
路
事

業
費
五
千
万
円
、
境
川
河
道
改
修
工
事
に

伴
う
設
計
業
務
委
託（
笠
松
町
分
）二
百
十

第4回笠松町議会定例会が12月6日から20日まで開かれ次の案件が原案どおり可決されました。
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町では、住民の皆さんの情報交流の場として、 1 月か
ら北事務所 1 階（旧社会福祉協議会事務所）に「情報交流
センター」をオープンしました。
この施設は、住民の皆さんにパソコン、インターネッ

トを通して情報化社会に親しんでいただこうと開設した
もので、ご自宅にパソコンがないかたやパソコンがあっ
てもインターネットに接続されていないかたなどに無料
でご利用していただくことができます。
なお、今後はサークルやボランティアなどの情報化を

推し進める人々の活動拠点として整備するとともに、パ
ソコン操作の相談や意見交換が行える交流の場として活
用していただけるよう整備していきたいと考えています。
開館時間
午前 9 時から
午後 9 時30分まで
（ただし、土・日曜日、祝日を除く。）
387・6266

万
三
千
円
お
よ
び
受
診
件
数
の
増
な
ど
に

伴
う
福
祉
医
療
費
二
千
二
十
五
万
二
千
円

並
び
に
長
池
公
民
館
に
係
る
地
区
集
会
所

改
修
補
助
金
二
百
万
円
な
ど
の
増
額
の
ほ

か
、
給
与
改
定
等
に
伴
う
人
件
費
三
千
二

百
九
十
四
万
円
の
減
額
、
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
一
千
百
八
十
八
万
二
千
円
の
減
額

な
ど
差
し
引
き
二
千
二
百
九
十
九
万
七
千

円
の
増
額
補
正
を
行
う
も
の
。

・
平
成
十
四
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計老
人
保
健
拠
出
金
納
付
額
の
確
定
に
伴

う
同
拠
出
金
八
千
三
十
五
万
七
千
円
、
受

診
件
数
の
増
に
伴
う
一
般
被
保
険
者
療
養

費
お
よ
び
審
査
支
払
手
数
料
百
五
十
八
万

七
千
円
の
増
額
の
ほ
か
、
給
与
改
定
等
に

伴
う
人
件
費
百
三
十
一
万
六
千
円
の
減
額

な
ど
差
し
引
き
八
千
六
十
二
万
八
千
円
の

増
額
補
正
を
行
う
も
の
。

・
平
成
十
四
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

法
改
正
に
よ
る
介
護
報
酬
の
改
定
に
伴

う
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
費
百
十
八
万
一
千

円
お
よ
び
給
与
改
定
等
に
伴
う
人
件
費
七

百
二
十
四
万
一
千
円
の
減
額
で
、
差
し
引

き
六
百
六
万
円
の
減
額
補
正
を
行
う
も
の
。

・
平
成
十
四
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計

ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
追
加
購
入
経

費
の
増
額
お
よ
び
給
与
改
定
に
伴
う
人
件

費
の
減
額
で
差
し
引
き
七
十
二
万
九
千
円

を
減
額
補
正
す
る
も
の
。

・
平
成
十
四
年
度
水
道
事
業
会
計

給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
な
ど

で
総
額
四
百
五
十
万
五
千
円
の
減
額
補
正

を
行
う
も
の
。

▽
決
算
認
定

・
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計

・
平
成
十
三
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

・
平
成
十
三
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
・
平
成
十
三
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

・
平
成
十
三
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
平
成
十
三
年
度
羽
島
郡
四
町
教
育
委
員

会
特
別
会
計

・
平
成
十
三
年
度
羽
島
郡
消
防
事
務
組
合

一
般
会
計

▽
意
見
書

・
国
民
の
健
康
、
食
品
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、「
食
品
安
全
新
法
制
定
」

と
「
新
行
政
組
織
設
置
」、「
食
品
衛
生

法
抜
本
改
正
」
を
求
め
る
意
見
書

・
日
本
の
主
食
で
あ
る
米
生
産
を
守
る
と

と
も
に
安
定
供
給
を
図
る
米
政
策
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書

な
お
、「
住
民
が
主
役
」
の
市
町
村
合

併
を
求
め
る
請
願
は
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。



決
算
状
況
を
公
表
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平
成
13
年
度

決
算
状
況
を
公
表

町
の
財
政
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税

を
は
じ
め
地
方
交
付
税
、
国
や
県
か
ら
の
負
担
金
・
補
助
金
な

ど
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
切
な
財
源
は
、「
住
ん

で
い
て
よ
か
っ
た
」「
住
ん
で
み
た
い
」
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
、
医
療
費
の
助
成
、
道
路
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

歳
入
は
、
六
十
七
億
三
千
九
百
四

十
七
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

約
二
億
四
千
百
九
十
六
万
円
、
三
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

歳
出
は
、
六
十
三
億
六
千
二
百
六

十
三
万
円
で
、
三
億
八
千
七
百
九
十

三
万
円
、
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
加

し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
で
は
、
国
庫
支
出
金

や
繰
越
金
が
増
加
し
た
も
の
の
、
地

方
交
付
税
や
繰
入
金
が
減
少
し
ま
し

た
。
ま
た
、
歳
出
は
衛
生
費
や
消
防

費
、
諸
支
出
金
な
ど
が
増
加
し
、
土

木
費
、
総
務
費
な
ど
が
減
少
し
ま

し
た
。

主
な
事
業
と
し
て

▽
北
及
長
池
4
号
線
道
路
改
良
事
業

二
億
八
百
九
十
四
万
八
千
円

▽
道
路
側
溝
舗
装
等
新
設
改
良
及
び

修
繕
工
事

二
億
二
千
四
百
十
三
万
五
千
円

▽
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事

九
千
七
百
二
万
円

▽
笠
松
小
学
校
講
堂
防
音
工
事

五
千
八
百
二
十
五
万
円

▽
笠
松
、
松
枝
、
下
羽
栗
小
学
校
の

施
設
等
修
繕
工
事

四
千
二
百
五
万
四
千
円

一 般 会 計

一　般　会　計

歳 入 総 額

歳 出 総 額

形 式 収 支

実 質 収 支

単 年 度 収 支

実質単年度収支

67億3,947万円

63億6,263万円

3億7,684万円

3億4,635万円

△1億5,567万円

△4億7,846万円

（形式収支）歳入歳出差引額→歳入総額から歳出総額を単純に差
し引いた額

（実質収支）歳入歳出差引額（形式収支）から翌年度へ繰越すべ
き財源を控除した額

（単年度収支）当該年度の決算による実質収支から前年度の実質
収支を差し引いた額

（実質単年度収支）当該年度に基金の積立、取崩しなど歳入歳出
面で措置されなかったとした場合、単年度収支がどのように
なったのかをみるもの
実質単年度収支＝実質収支－前年度実質収支＋基金積立額

＋地方債繰上償還額－基金取崩額

町民一人当たり
に換算すると

●歳入 30万5,576円
●歳出　28万8,489円

歳入 67億3,947万円

町税（３８.３％）
２５億８,２２３万円

歳出 63億6,263万円

民生費（２２.９％）
１４億５,９５１万円

土木費（１９.９％）
１２億６,７０８万円

総務費
（１５.４％）
９億８,０２４万円

衛生費（１３.３％）
８億４,７３９万円

教育費（１１.７％）
７億４,３３８万円

消防費（６.３％）
４億２１４万円

公債費（３.６％）
２億２,６１９万円

諸支出金（３.４％）
２億１,４８４万円

その他（３.５％）
２億２,１８６万円

地方交付税
（２０.３％）
１４億１８３万円

土木費（１９.９％）
１２億６,７０８万円

総務費
（１５.４％）
９億８,０２４万円

衛生費（１３.３％）
８億４,７３９万円

教育費（１１.７％）
７億４,３３８万円

地方交付税
（２０.８％）
１４億１８３万円

繰入金（８.２％）
５億５,５５０万円

繰越金（７.８％）
５億２,２８１万円

国庫支出金
（４.９％）
３億３,１８４万円

町債（４.５％）
３億２００万円

県支出金（３.７％）
２億４,８８２万円

地方消費税交付金
（３.１％）
２億５７６万円

その他（８.７％）
５億８,８６８万円
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5 つの特別会計の歳入総額は62億963万円で、前
年度と比較して2億751万円、3.5パーセント増加し
ています。歳出総額は60億5,322万円で1億7,571万円、
3.0パーセント増加しています。

特　別　会　計

財
政
用
語
の
説
明

●
文
中
お
よ
び
図
中
に
出
て
く
る
用
語
の
説
明

〈
歳
入
〉

町
税

町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
る
税
金

地
方
交
付
税

町
の
財
政
事
情
に
応
じ
て

所
得
税
、
法
人
税
な
ど
国
の
税
金
の
中

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

繰
入
金

目
的
を
定
め
積
み
立
て
た
基
金

や
、
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
る

お
金

繰
越
金

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
お
金

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

町
の
特
定
事

業
に
対
し
て
、
国
や
県
か
ら
出
る
お
金

地
方
消
費
税
交
付
金

皆
さ
ん
の
納
め
ら

れ
た
消
費
税
の
中
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金

町
債

事
業
を
す
る
と
き
に
国
や
銀
行
な

ど
か
ら
借
り
る
お
金

そ
の
他

諸
証
明
の
手
数
料
、
施
設
の
使

用
料
な
ど
の
お
金

〈
歳
出
〉

民
生
費

乳
幼
児
、
高
齢
者
、
障
害
者
の

皆
さ
ん
の
福
祉
や
保
育
所
の
運
営
な
ど

に
使
わ
れ
る
お
金

土
木
費

道
路
や
河
川
の
整
備
な
ど
に
使

わ
れ
る
お
金

総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
防
災
対

策
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

教
育
費

学
校
教
育
、
社
会
教
育
な
ど
の

運
営
に
使
わ
れ
る
お
金

衛
生
費

健
康
診
査
、
予
防
接
種
、
ご
み
、

し
尿
処
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

消
防
費

火
災
や
水
害
へ
の
備
え
な
ど
に

使
わ
れ
る
お
金

公
債
費

町
が
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り

た
お
金
の
返
済
に
使
わ
れ
る
お
金

諸
支
出
金

開
発
公
社
か
ら
の
土
地
の
取

得
に
使
わ
れ
る
お
金
や
基
金
へ
の
積

立
金

そ
の
他

農
業
や
商
工
業
の
振
興
な
ど
に

使
わ
れ
る
お
金

基 金 の 状 況

387百万円

271百万円

1 , 181百万円

1 , 839百万円

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

そ の 他

合 計

地 方 債 現 在 高

会 計 区 分 平成１３年度末残高

3 , 006百万円

6 , 839百万円

9 , 845百万円

一 般 会 計

下水道事業特別会計

合 計

基 金 の 種 類 平成１３年度末残高

国民健康保険国民健康保険

区 分

〈療養給付費および療養費〉

（年間平均被保険者数6,431人）

件 数（件） 保険者負担額（円）

72,696

－

11.3

1,089,742,890

14,990

169,452

療養給付費・療養費

1 件 当 た り

被保険者1人当たり

老人保健老人保健

区 分

〈医療給付費および医療費支給費〉

（年間平均医療受給者数2,512人）

件 数（件） 費 用 額（円）

61,125

－

24

1,904,466,343

31,157

758,147

医療給付費・医療費支給費

1 件 当 た り

受給者1人当たり

介護保険介護保険

区 分

〈介護サービス費〉

件 数（件） 保険者負担額（円）

9,143

2

651,705,673

169,011

介 護 給 付 費

受給者1人当たり月平均

区 分

〈高額療養費〉

件 数（件） 保険者負担額（円）

1,180

－

127,411,832

107,976

高 額 療 養 費

1 件 当 た り

区 分

〈その他給付〉

件 数（件） 支 給 額（円）

48

134

14,400,000

2,680,000

出 産 育 児 一 時 金

葬 祭 費

区 分

〈高額介護サービス費〉

件 数（件） 保険者負担額（円）

474

－

2,465,186

5,201

高額介護サービス費

1 件 当 た り

７
億
９
、２
５
６
万
円

７
億
７
、８
９
０
万
円

１
億
７
、１
２
３
万
円

１
億
７
、１
２
３
万
円

１
億
７
、１
２
３
万
円

１
億
７
、１
２
３
万
円

0

5

10

15

20

億円

老人保健 国民健康保険 下水道事業 介護保険 羽島郡四町
教育委員会

歳入

歳出

１９
億
９
、０
４
８
万
円

１９
億
２
、７
７
９
万
円

１９
億
５
、８
９
３
万
円

１８
億
９
、２
３
３
万
円

１２
億
９
、６
４
３
万
円

１２
億
８
、２
９
７
万
円



岐
阜
県
公
衆
衛
生
協
議
会
長
表
彰

小
島

良
さ
ん

手作りぞうきんを
公共施設へ

町赤十字奉仕団
下羽栗分団

料理教室で
楽しいひとときを

町母子福祉会

21項目の要望が町へ提出されました

旬の食材を使って 4品の料理が完成

8

歯
科
医
師
の
小
島
良
さ
ん（
松
栄
町
）

が
、
平
成
十
四
年
度
岐
阜
県
公
衆
衛
生
協

議
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

小
島
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
町

の
一
歳
六
か
月
児
、
三
歳
児
健
診
、
ま
た

成
人
の
歯
科
健
診
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
住

民
の
公
衆
衛
生
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に

町
政
懇
談
会

秋
季
老
人
余
技
作
品
展

「
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
の
た

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ

プ
役
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
町

内
会
長
と
の
町
政
懇
談
会
が
十
一
月
二
十

九
日
、
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を

町
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
道
路
整
備
や
環
境
整
備
の
ほ

か
、
防
災
・
安
全
対
策
、
町
有
地
の
有
効

利
用
な
ど
二
十
一
項
目
の
要
望
が
町
内
会

長
か
ら
提
出
さ
れ
、
熱
心
に
懇
談
さ
れ
ま

し
た
。

十
二
月
九
日
、
笠
松
町
赤

十
字
奉
仕
団
下
羽
栗
分
団
の

皆
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、

「
公
共
施
設
で
使
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
事
業
の
一
環
と
し

て
進
め
て
き
た
手
作
り
ぞ
う

き
ん
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

「
食
習
慣
か
ら
健
康
づ
く
り

旬
の
素

材
の
効
用
を
知
り
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
」
を
と
、
十
一
月
十
八
日
町
母
子
福
祉

会
料
理
教
室
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
三
十
六
人
の
会
員
が
参
加
し

栄
養
士
の
平
田
玲
子
さ
ん
の
指
導
の
も

と
、
た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
な
白
身
魚
や
豆

腐
を
使
っ
た
「
ち
り
蒸
し
」
や
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
を
多
く
含
む
旬
の
食
材「
さ
つ
ま
い
も
」

を
使
っ
た
「
さ
つ
ま
い
も
サ
ラ
ダ
」
な
ど

四
品
の
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、作
っ
た
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、

会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

町
と
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
共
催
の

「
老
人
余
技
作
品
展
」
が
十
一
月
十
二
日

か
ら
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
り
、

福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
期
間
中
、
会
場
に
は
約
二
百
点
余

り
の
書
・
日
本
画
・
水
墨
画
・
油
絵
・
写

真
・
盆
栽
・
ち
ぎ
り
絵
・
人
形
な
ど
が
展

示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
点
前

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
多
く
の
か
た
に
抹
茶
を

ご
披
露
い
た
し
ま
し
た
。



第
四
十
四
回
羽
島
郡
駅
伝
競

走
大
会
が
、
十
二
月
八
日
に
川

島
町
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
島
町
公
民
館
前
を
ス
タ
ー

ト
地
点
に
川
島
中
学
校
南
門
広

場
ま
で
、
男
子
二
十
一・
九
キ
ロ

（
六
区
間
）に
四
十
五
チ
ー
ム
、

女
子
十
二
・
七
キ
ロ（
五
区
間
）

に
三
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

選
手
た
ち
は
、
川
島
町
内
の

コ
ー
ス
で
仲
間
や
父
兄
、
先
生

が
た
か
ら
大
き
な
声
援
を
受
け

力
走
し
ま
し
た
。
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心にしみいる
マユミコンサート

町文化
事業

羽島郡駅伝競走大会お
め
で
と
う
!!

墨
さ
ん

県
民
栄
誉
賞
を
受
賞

十
二
月
五
日
、
未
来
会
館
で
本
年
度
の

県
民
栄
誉
賞
の
受
賞
式
が
行
わ
れ
、
全
国

レ
ベ
ル
の
競
技
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀

な
成
績
だ
っ
た
二
十
一
個
人
と
十
八
団
体

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
、
十
月
十
九
・
二
十
日
に

明
治
神
宮
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
実
業
団

弓
道
大
会
で
優
勝
さ
れ
た
墨
幸
隆
さ
ん

（
北
及
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

勢いよくスタートする選手たち

11月30日、中央公民館大ホールで、町文化事業「マ

ユミコンサート」が開かれました。

当日、マユミさんは、「もう一度があったら」、「テネ

シーワルツ」、「ベッサメムーチョ」、「ラブミーテンダ

ー」など生バンドの演奏をバックに熱唱。会場一杯の

聴衆はマユミさんの心に浸みわたるハスキーな歌声に

魅了されました。

また、女性 4 人組の新人ビブロスが、若さあふれる

歌と踊りのステージを幕あいに披露しました。

聴衆のかたは「身近で観て聴くコンサートはいいね。

また次も楽しみにしています」と話していました。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
当
町
関
係
分
〕

（
敬
称
略
）

【
中
学
男
子
の
部
】

五
位

笠
松
中
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ

六
位

木
曽
川
タ
イ
ム
Ａ

スポーツ

レクリエ
ーション
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岐阜南税務署では、平成14年分の所得税、消費税および贈与税の確定申告の相談を岐阜南
市民会館（岐阜市加納丸ノ内10・加納城跡北側）で行います。

開設期間 2月3日（月）～3月17日（月）
（土曜日、日曜日および祝日を除きます。）

受付時間 午前9時～午後4時
ただし、正午～午後1時は受付いたしません。

また、この期間中は税務署での確定申告相談は行いませんので

お間違いのないようお願いします。

確定申告の相談 岐阜南税務署

給与所得者は、勤務先での「年末調整」によってその年の納税が完了しますが、次の要件に該当するかたは、
確定申告が必要になります。

●確定申告をしなければならないかた
①平成14年分の給与の収入金額が、2,000万円を超えるかた
②給与所得や退職所得以外の所得金額（不動産の貸付、原稿料、満期保険金の受け取りなど）の
合計額が20万円を超えるかた

③給与を2箇所以上からもらっているかた

●確定申告をすると所得税が還付されるかた
①マイホームを住宅ローンなどで取得したかた
②出産や病気などで医療費が多くかかったかた
③地震、風水害、盗難によって住宅や家財に損害を受けたかた
④年の中途で退職し、平成14年中に年末調整をされなかったかた

●申告にあたっての注意
①勤務先から交付された源泉徴収票が必要になります。
②控除の種類に応じて領収書や証明書などが必要になります。
③還付金の受け取りは、預金口座への振込みになりますので、ご本人名義の通帳が必要になります。

なお、町では、今年の確定申告から申告者ご自身が作成する「自書申告」を推進しま
すのでご協力ください。
申告書やその他収支内訳書などの作成は必ずご自分で書いていただき、わからない点

について職員がアドバイスをさせていただきます。
〔問合先〕役場税務課（内線116）、岐阜南税務署　　271・7111

お知らせ
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一
月
二
十
六
日
は
、「
文
化

財
防
火
デ
ー
」
で
す
。

昭
和
二
十
四
年
の
こ
の
日
、

法
隆
寺
金
堂
か
ら
火
災
が
発
生

し
、
世
界
的
な
宝
と
い
わ
れ
た

金
堂
、
外
壁
の
土
壁
十
二
面
に

描
か
れ
た
仏
画
の
大
半
が
焼
失

し
ま
し
た
。

寺
社
な
ど
の
美
術
工
芸
品
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
民
芸
品
な
ど

の
文
化
財
は
長
い
年
月
の
間

我
々
の
祖
先
に
よ
り
守
り
伝
え

ら
れ
て
き
た
貴
重
な
国
民
的
財

産
で
す
。

こ
れ
ら
の
国
民
的
財
産
を
火

災
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
か
ら

守
る
た
め
法
隆
寺
金
堂
が
焼
失

し
た
一
月
二
十
六
日
を
「
文
化

財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
て
、
全

国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

消防署
火災から
文化財を守ろう

羽島郡広域連合 388・1195

我
が
国
の
文
化
財
、
特
に
建

造
物
は
ほ
と
ん
ど
木
造
で
あ

り
、
美
術
工
芸
品
も
燃
え
や
す

い
木
・
紙
・
布
な
ど
で
造
ら
れ

て
い
る
も
の
が
多
く
、
更
に
人

家
の
密
集
地
に
あ
る
文
化
財
も

少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
常
に

火
災
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
地
域
に
も
寺
社
・
仏

像
・
民
芸
品
な
ど
が
多
く
あ

り
、
こ
の
貴
重
な
文
化
財
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
、
今
自
分
た

ち
が
住
ん
で
い
る
家
同
様
大
切

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
皆
さ
ん

も
防
災
訓
練
な
ど
が
開
催
さ
れ

る
機
会
に
は
、
積
極
的
に
参
加

し
火
災
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

国民年金の保険料を納めると社会保険庁から領収証書が交付されます。この
領収証書は所得税の確定申告をするときなど、保険料を確認するために必要な
場合がありますので、大切に保管してください。（注意：領収証書は再交付さ
れません。）
なお、保険料の納付方法により交付されるものが次のように異なります。

①直接金融機関で納めたかた
「納付書・領収書（納付受託）証書」が窓口で交付されます。
②口座振替で納めているかた
口座から引き落とされた翌月に「国民年金保険料領収済通知書」が交付されます。

国民年金保険料の納付済額について
平成14年4月から国民年金保険料の収納事務が役場から社会保険庁へ変更されたため、納付済額を確

認されるかたは、岐阜南社会保険事務所へお問い合わせください。
なお、電話でのお問い合わせには、基礎年金番号が必要になります。

◎口座振替で納めているかた
平成14年4月分からは振替日は翌月末日となりました。平成14年中に振替となるのは10月分の保険料までです。
（11月分は1月に振替のため）
保険料額＝13,300円×振替月数

◎納付書で納めているかた
領収証書により、納付した日が平成14年1月から12月となっている分について計算します。
保険料額＝13,300円×納付月数

◎前納で納めているかた
前納期間に応じた金額となります。
1年前納＝156,770円（14年4月分～15年3月分）
6ヶ月前納＝79,150円（14年4月分～14年9月分・14年10月分～15年3月分）

岐阜南
社会保

険事務
所

273・
6161

［問合
先］

参　考

国民年金保険料の領収証書は
大切に保管しましょう
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愛
琴
会
の
教
室
は
、
何
か
自
分
で
楽
器
を
演
奏
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
人
た
ち
が
集
ま
り
、
気
軽
に
楽

し
め
る
大
正
琴
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
た
人
た
ち
に
よ

り
、
始
ま
り
ま
し
た
。

童
謡
・
民
謡
・
歌
謡
曲
・
外
国
曲
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
曲
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
音
楽
内
蔵

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
合
わ
せ
て
の
練
習
も
始
め
ま
し
た
。

音
の
幅
が
広
が
り
上
手
く
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
き
た
と

き
は
、
満
足
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

新
し
い
響
き
を
求
め
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

〔
活
動
日
〕
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

〔
場

所
〕
中
央
公
民
館

〔
連
絡
先
〕
足
立
信
子

宅（
県
町
）

3
8
7
・
2
0
4
4

新しい響きとの出会い
愛　琴　会

れ
ん
こ
ん
は
、
晩
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
大
変
お
い
し
く
な
る
野
菜

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
食
物
繊
維

と
で
ん
ぷ
ん
で
す
。
食
物
繊
維
は

腸
の
な
か
を
き
れ
い
に
し
、
大
腸

ガ
ン
な
ど
の
成
人
病
の
予
防
に
も

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
煮
物
の
れ
ん
こ

ん
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
で
す
が
、
ス

ナ
ッ
ク
菓
子
の
よ
う
に
食
べ
ら
れ

る
「
れ
ん
こ
ん
チ
ッ
プ
ス
」
は
大

好
き
で
す
。
是
非
一
度
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

〈
作
り
方
〉

①
れ
ん
こ
ん
は
皮
を
む
き
、
2
〜

3
ミ
リ
の
厚
さ
に
切
り
、
変
色

し
な
い
よ
う
に
5
分
く
ら
い
酢

水
に
つ
け
る
。

②
A
を
あ
わ
せ
て
お
く
。

③
れ
ん
こ
ん
の
水
気
を
と
り
、
A

を
ま
ぶ
す
。

④
1
8
0
℃
位
の
油
で
パ
リ
ッ
と

揚
げ
、
塩
・
こ
し
ょ
う
を
ふ
る
。

れんこん ………………150g

酢水 ……………………適宜

天ぷら油 ………………適宜

小麦粉…………25～30g

A 塩……………………少々

こしょう……………少々
4
人
分

材

料

れんこんチップス

な

ま

か

N
A
K
A
M
A

BOOK

「ねえ とうさん、てをつないでもい
い？」ひさしぶりにかえってきたとう
さんとくまの子は さんぽにでかけまし
た。かわのはしがながされていても、と
うさんはへいき。おおきい き をバキッ
とおって、かわにはしをわたします。
「すごい！とうさん」

ね
え

と
う
さ
ん

下
羽
栗
会
館

著
者

佐
野
洋
子

発
行

小
学
館

「パーク・ライフ」は第127回芥川賞
受賞作です。
電車の中で知りあった男女が東京

のド真ん中日比谷公園を舞台に“今”
をリアルに描き、「人間が生きている
とは、どういうことなのか」描かれ
た作品です。

パ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

松
枝
公
民
館

著
者

吉
田
修
一

発
行

文
芸
春
秋

人々の記憶を自在にあやつり二つの
世界をわがものにしようともくろむク
セハーフ。
迫りくるタイムリミット、ジェシカ
とオリバーに打つ手はあるのか？
古代から現代まで、時を超えて謎に
挑む歴史ロマンファンタジー。

盗
ま
れ
た
記
憶
の
博
物
館（
上
）（
下
）

中
央
公
民
館

著
者

ラ
ル
フ
・
イ
ー
ザ
ウ

発
行

あ
す
な
ろ
書
房

BOOK
新しい響きを求めて練習に励む会員の皆さん

｛

▲
12
月
16
日
の
小
中
学
校
メ
ニ
ュ
ー

おいしそうな“のっぺい汁”と“厚揚げの肉みそがけ”
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し
た
。
今
回
、
親
子
で
参
加
し
て
み
て

子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
核
家
族
が
増
え
普
段
接
し
た
こ

と
の
な
い
お

年
寄
り
に
ど

う
声
を
か
け

た
ら
い
い
の

か
戸
惑
う
姿

や
、
勇
気
を

出
し
て
声
を

か
け
返
事
を

し
て
も
ら
っ

た
時
の
子
ど
も
た
ち
の
う
れ
し
そ
う
な

顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
親
も
子

ど
も
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
「
自
分
で
も

役
に
立
つ
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
参
加
者
の
感
想
か
ら
）

・
親
子
木
曽
川
ク
リ
ー
ン
活
動

木
曽
川
ク
リ
ー
ン
活
動
は
、
郷
土

の
財
産
で
あ
る
木
曽
川
を
自
分
た
ち

の
手
で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
親
子
で

毎
年
八
月
の

第
一
日
曜
日

に
行
っ
て
い

る
も
の
で
、

今
年
で
七
年

目
に
な
り
ま

す
。
多
年
に

わ
た
る
活
動

に
対
し
て
、

笠
松
中
学
校
P
T
A
の
今
年
度
の
活

動
方
針
は
「
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
た

め
、
で
き
る
こ
と
を
一
歩
ず
つ
」
で
す
。

こ
れ
は
、
多
く
の
P
T
A
会
員
の
皆
さ

ん
に
協
力
い
た
だ
け
る
活
動
を
計
画

し
、
一
歩
ず
つ
確
実
に
実
行
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

い
き
た
い
と
い
う
考
え
で
決
め
た
も
の

で
す
。

以
下
、
笠
中
学
校
P
T
A
の
活
動
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
近
年
各
方
面

で
そ
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
だ
け
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や

り
な
さ
い
」
と
言
う
前
に
親
自
身
が
福

祉
に
対
す
る
理
解
を
高
め
、
実
際
に

体
験
し
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
実

践
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
言
う
思
い
か

ら
、
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

・
三
年
生
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験

選
択
の
授
業
で

お
年
寄
り
と
触
れ

合
う
機
会
が
多
く
、

子
ど
も
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
施
設
の
話
や
接

し
方
を
聞
い
て
い
ま

笠松町道徳教育連絡会議

国
土
交
通
省
と
町
か
ら
感
謝
状
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

中
学
校
の
三
年
間
は
子
ど
も
た
ち
が

自
我
に
目
覚
め
、
大
き
く
成
長
す
る
極

め
て
大
切
な
時
期
で
す
。
自
我
に
目
覚

め
る
過
程
で
俗
に
言
う
「
反
抗
期
」
と

な
り
、
親
子
の
会
話
が
難
し
い
時
期
に

な
り
ま
す
。そ
ん
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

子
育
て
に
対
し
て
、
父
親
の
積
極
的
な

関
わ
り
が
切
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
回
で
四

十
二
号
を
迎
え
る
本
誌
「
お
や
じ
」
を

通
し
て
、
親

子
が
、
日
頃

な
か
な
か
口

に
出
し
て
は

言
え
な
い
思

い
を
書
い
て

い
た
だ
き
、

「
他
の
親
子

の
思
い
」
も

合
わ
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、

一
層
の
意
思
の
疎
通
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
活
動
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い

よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
楽
し

い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
笠
中
P
T
A

笠
松
中
学
校
P
T
A

会
長

福
井

眞
一

教育委員会だより

教育電話相談

悩
ん
だ
ら

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

郡
四
町
教
育
委
員
会

2
4
5
・
1
1
3
3

学
校
週
五
日
制
も
や
っ
と
定
着

し
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
生
活
は
、
ど
ん
な
変
化

を
見
せ
た
の
で
し
ょ
う
。
保
護
者

の
か
た
は
、
ど
う
感
じ
て
お
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
。

今
回
は
、
平
成
十
四
年
度
七
月

に
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
中
心
に
、

考
察
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
保
護
者
の
反
応
か
ら
〉

●

親
の
休
み
と
合
わ
せ
ら
れ
な
い

●

土
曜
日
の
行
事
が
増
え
た

●

子
ど
も
は
疲
れ
、
親
の
負
担
が

増
え
た
の
で
は
な
い
か

●

生
活
リ
ズ
ム
が
き
ち
ん
と
し
て

い
な
い

○

家
族
で
ふ
れ
合
う
時
間
が
増

え
た

○

子
ど
も
が
手
伝
い
・
仕
事
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た

○

時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
た

○

自
分
で
決
め
て
や
り
た
い
事
を

し
て
い
る

〈
子
ど
も
た
ち
の
反
応
か
ら
〉

●

部
活
・
習
い
事
が
あ
っ
て
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
な
い

●

家
に
い
て
も
ご
ろ
ご
ろ
・
ダ
ラ

ダ
ラ
し
て
し
ま
う

●

家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
は
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い

○

ゆ
と
り
・
団
ら
ん
が
増
え
た

○

自
分
の
時
間
が
増
え
て
休
め
る

○

時
間
の
使
い
方
を
決
め
て
遊

び
・
部
活
・
宿
題
が
で
き
る

こ
の
よ
う
な
意
見
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

ど
う
も
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
時
間
を
い
か
に
計
画
的
に
使
お

う
と
す
る
か
が
、
二
日
間
の
差
を

生
み
出
す
よ
う
で
す
。

保
護
者
の
か
た
に
は
仕
事
が
あ

り
時
間
が
生
み
出
せ
な

い
事
も
多
い
よ
う
で
す
。

「
や
る
こ
と
」
と
「
の

ん
び
り
す
る
時
間
」
を

家
族
会
議
な
ど
で
は
っ

き
り
さ
せ
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。

「
学
力
低
下
」
や
「
授

業
の
進
度
」
に
対
す
る

不
安
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
授
業
形
態

の
工
夫
・
一
人
ひ
と
り
に

応
じ
た
指
導
の
充
実
な

ど
で
対
応
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

学
習
内
容
で
は
「
知

識
の
量
」
ば
か
り
で
な
く
「
自
分

で
課
題
を
見
つ
け
方
法
を
考
え
て

解
決
す
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な

「
学
び
方
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と

に
も
力
を
入
れ
、「
生
き
る
力
」

を
育
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

は
、
今
度
の
機
会
に
お
知
ら
せ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

子どもと保護者の「学校週5日制」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

思
い
を
綴
る
「
お
や
じ
」
の
発
行
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中央公民館

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所
福 祉
健康センター 388-7171

松枝公民館 387-0156

388-1111

（町体育協会事務局） 388-3231

下羽栗会館

総 合 会 館

福 祉 会 館

387-2360

387-8432

387-1121

387-5332町社会福祉
協 議 会

お
願
い

情
報

お知
らせ

キヨスク端末設置 スポーツ交流館

スポーツ交流館（江川）のロビーにキヨスク端末が設
置されました。町の情報収集、健康や税、年金の相談、
町への申請書のダウンロードなどにご利用ください。
なお、キヨスク端末から申請書や各種情報をプリン

トされたい場合は、事務所職員にお気軽にお申し出く
ださい。

岐阜県最低賃金・産業別最低賃金の改正
岐阜労働局は、「岐阜県最低賃金」と「産業別最低

賃金」を改正しました。
新しい最低賃金は、臨時、パートタイマー、アルバ

イトなどを含め、すべての労働者に適用されます。
【問合先】

岐阜労働局賃金室　　 245・8104
岐阜労働基準監督署　 247・1101

凧をつくりましょう 児童館

ビニール袋を利用して凧をつくります。是非ご参加
ください。
【月　日】 1 月 5 日（日）
【時　間】午前10時～11時30分
【場　所】児童館
【対象者】小学生
【定　員】20人
【申込先】児童館　 388・0811

健康診査申込（家族調査）福祉健康課

町では、町民の皆さんに、健康で明るい生活を送っ
ていただけるよう、毎年定期的に、15歳以上のかたを
対象に健康診査や各種検診を実施しています。
平成15年度も各種健（検）診の希望を取りまとめるた

め、事前に調査を実施します。後日、町内会を通じて
健康診査申込書（家族調査票）をお配りしますので、記
入上の注意をよく読んで、ご記入ください。
【調査対象】昭和63年 4 月 1 日以前に生まれたかた
【調査期間】 2 月 3 日（月）～16日（日）
【調査方法】町内会を通して配布・回収

家庭教育シリーズ講座⑧ 中央公民館

町では、家庭教育の在り方について考え、明るく楽
しい家庭づくりを目的として家庭教育シリーズ講座を
開催しています。
第 8 回目は、次のとおり行いますので、是非お出か
けください。
【月　日】 1 月25日（土）
【時　間】午後 7 時30分～ 9 時15分
【場　所】中央公民館 3 階ロビー
【講座内容】「歌はみんなのもの、

ふれあいを感じるところ」

講　師 オカリナdeフォークバンド

ケーブルテレビ・インターネッ
ト加入に助成金 企画課

町では、住民の皆さんの情報交流環境の整備を推進
するため第三セクター（シーシーエヌ（株））で整備した
ケーブルテレビおよびケーブルインターネットへの加
入に対して初期投資費用の一部を助成しています。
【対象者】

①町内に居住し、住民登録または外国人登録のある世
帯主

②町内で事業を行う法人または個人事業主（町の法人税
または個人町民税を課税されているかたに限ります）

※ただし、町税その他町の納付金（納期到来分）を完納
されていない場合は、助成することができません。

【助成金の額】

世帯、事業所ごとにケーブルテレビ＋インターネット、
またはどちらか一つの加入に対して20,000円（1 回のみ）
【問合先】企画課事務能率推進係（内線236）

捨てられる　ごみもみんなの　知恵で活き
岐阜県第 5 回「ごみ対策」川柳コンテスト最優秀賞

地域別最低賃金

産業別最低賃金

陶磁器・同関連製品、
耐火物製造業

岐阜県最低賃金 廃止 668円 H14.10.  1

最低賃金の件名

最低賃金の件名

日　額

日　額

時間額 発効日

時間額 発効日

5,708円

5,492円

5,881円

廃止

6,641円

714円

688円

736円

772円

831円

H10.12.25

H14.12.21

H14.12.21

H14.12.21

H14.12.21

紡績業

電気機械器具、情報通信機械器
具、電子部品・デバイス製造業

自動車・同附属品製造業

航空機・同附属品製造業



【
融
資
金
額
】
学
生
・
生
徒
お
一
人

に
つ
き
2
0
0
万
円
以
内

【
利
率
】
年
1
・
6
％（
平
成
14
年
11

月
11
日
現
在
）

【
返
済
期
間
】
10
年
以
内（
在
学
期
間

内
で
元
金
の
据
置
き
も
で
き
ま
す
）

【
問
合
先
】
国
民
生
活
金
融
公
庫
岐

阜
支
店

2
6
3
・
2
1
3
6

【
募
集
学
生
】

●

教
養
学
部（
15
歳
以
上
の
か
た
）

全
科
履
修
生
／
選
科
履
修
生
／

科
目
履
修
生

●

大
学
院（
18
歳
以
上
の
か
た
）

【
受
付
締
切
】
2
月
28
日（
金
）

【
問
合
先
】
放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ

ン
タ
ー

2
7
3
・
9
6
1
4

http://w
w
w
.u-air.ac.jp/hp

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
で
は
、
雇
用
就
業
を
希
望
す

る
55
歳
以
上
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の

か
た
を
対
象
に
、
就
業
を
目
的
と
し

た
技
能
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
問
合
先
】（
社
）岐
阜
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

2
4

9
・
0
2
2
8
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

3
8
7
・
5
3
3
2

教
育
の
た
め
に
必
要
な
資
金
を
融

資
す
る
公
的
な
制
度
で
、
入
学
時
や

在
学
中
の
費
用
と
し
て
幅
広
く
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

テニスコート（2月分）
【月日】 1月25日（土）
【時間】午後7時30分～
【場所】中央公民館

技
能
講
習
会

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

学
生
募
集

放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

15

国
の
教
育
ロ
ー
ン

国
民
生
活
金
融
公
庫

岐
阜
支
店

講習名

期　間

会　場

定　員

受講料

パソコン

1月28日～2月6日のうち8日

川崎岐阜協同組合
川協研修センター
（各務原市蘇原）

20人

無料

岐阜建設事務所では、住民参加による道路計画づくりや提案など「県民との協働」により公共事業を
推進するため、岐阜圏域の住民のかたがたをメンバーに平成13年 5 月に「ぎふのみちを考える会（岐阜圏
域道路懇談会）」を発足させました。
この懇談会は「みちとまち」、「みちとくるま」、「みちとひと」

をテーマに、意見交換や住民アンケート調査の結果をふまえ、
昨年11月 1 日に岐阜圏域の道路整備に対する意見を提言として
まとめ閉会しました。
岐阜建設事務所では、圏域市町村とともにこの提言を、今後

展開する道路整備計画に反映させていきます。
詳しくは、岐阜建設事務所のホームページをご覧ください。

また、ご意見もお寄せください。

http://www.pref.gifu.jp/s26001/index.htm
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行
政
相
談
、
人
権
相

談
は
自
宅
で
も
応
じ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
の
相
談
も
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人権相談 人権擁護委員

行政相談委員 加藤司郎　県町105 387・2793

栗本幸一　東宮町30 388・0553

齋藤好子　中川町20 387・0812

後藤　稔　北及1183 388・1495

杉原貴子　中野256 388・1496

行
政
相
談

人
権
相
談

行政相談

1月7日（火）～3月2日（日）
（月曜日は休館日、祝日の場合はその翌日）
◇入館料　無料
◇展示内容
◆十二支庶民文化財の中から土・石・金属・紙・ガラス・木・布等で作られた物を中心に展示
◆干支に関するパネル
干支表、干支の順位表、方位、時刻表、一年の構図歴史と由来
◆未に関する事
用語、ことわざ、植物、動物、昔話、アラカルト、郷土玩具、未年年表（明治4年から平成3年）
◆折り紙　　　◆きめ込み人形
◆ひつじのコーナー



11

18

25

4

10

17

24

3

9

16

23

2

8

15

22

1

12

19

26

5

13

20

27

6

14

21

31302928

7

17

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 古紙類など 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 古紙類など 可燃物（笠） 可燃物（松・下） 紙製容器包装（下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠）
可燃物（松・下）
紙製容器包装（笠）

消防出初式
9:30～　中央公民館ほか

歯みがき教室
9:30～9:40

福祉健康センター

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30 福祉会館

育児・健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館

身体障害者相談
10:00～12:00   福祉会館

新成人の集い
10:30～　中央公民館

パパママスクール
（分娩編）

9:20～9:30
福祉健康センター

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30 総合会館

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
ツベルクリン反応検査
13:30～14:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館
行政相談
13:00～15:00   福祉会館

健康相談
13:30～14:30 福祉会館

BCG予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター

新春ファミリー
マラソン大会

9:30～　笠松競馬場

家庭の日

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30
福祉健康センター

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
育児・健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

健康教室
（糖尿・肥満・高脂血症）
9:00～9:15

福祉健康センター

健康相談
13:30～14:30 福祉会館

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター

ツベルクリン反応検査
13:30～14:30

福祉健康センター
商工会青年部
創立40周年記念献血
9:00～16:00

役場西駐車場
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
1歳6か月児健康診査
13:30～14:10

福祉健康センター

BCG予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター

日 月 火 水 木 金 土

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

1月
JANUARY

紙製容器包装（松）

成人の日

元　　旦

今月の納税・納付

町県民税 第 4 期

国民健康保険税 第10期

介護保険料 第10期

納期限 1月31日（金）まで



里
り

奈
な

ちゃん（円城寺）

加藤千典・深雪さんの子

平成14年1月7日生山羊座
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祥
しょう

太
た

朗
ろう

くん（北及）

岩田孝明・かおりさんの子

平成
14年

1月1
2日生

山羊
座
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次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

歴
史
民
俗
資
料
館
の
企
画
展

「
干
支

未
年
展
」
は
1
月
7
日

か
ら
何
月
何
日
ま
で
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
1
月
末

日
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ

ズ
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
3
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

11
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

12
月
15
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

西
村
米
子
、
日
比
野
弘
茂
、
松
田
紀
子

広
報
ク
イ
ズ

ひ
つ
じ
年
は
変
革
の
年
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

明
る
い
話
題
の
多
い
年
に
変
る
と
い
い

で
す
ね
。

表

紙
まちの人口

平成14年12月1日現在

人 口 22,107人
男　　10,675人

女　　11,432人

世帯数

7,414世帯

前月比

（18減）

（ 4減）

（14減）

（12減）


